
前期（１学期）の振り返りを 後期（２・３学期）に生かす！ 
校長 藤中 俊臣 

 ２学期が始まり、学校に子ども達の元気な声が戻ってきました。やはり学校の主役は子

どもです。本校では、今年度より「評価の前・後期制」を導入し、前期の通知表を２学期が

始まる第１週の個人懇談会でお渡しします。これにより、子ども達が１学期を振り返り、

課題意識をもって２学期からの挑戦をスタートしてくれる

ことを期待しています。 

 学校運営についても、６月に実施した「学校評価アンケー

ト」の結果をもとに、夏季休業中に「学校運営協議会」で地

域の方や教職員で、改善策を協議しました。詳細につきまし

ては、後日お知らせいたします。アンケートへのご協力、あ

りがとうございました。  
 

 
 

毎年４月に６年生を対象とした「全国学力・学習状況調査」が実施され、７月に結果 

が公表されました。今回「児童質問紙」から見えた“厚南小のステキ”を紹介します。 

  特に「人が困っているときは進んで助ける」や「いじめはいけない」のポイントが高 

いことは、優しい厚南小の子どもを象徴していると感じました。一方で、「基本的生活 

習慣」「自尊感情」「読書」に関する質問では、県・全国を上回る否定的な回答が一定 

数見られ、二極化が進んでいることも分かりました。“厚南小のステキ”については、 

厚南小の強みと捉え、子ども達とともに学校全体で共有してまいります。 

  厚南小だより 

チャレンジ目標「進んであいさつ だまって掃除 天気のいい日は外あそび」 

          

質問事項（厚南小のステキ） 厚南小 山口県 全国 

将来の夢や目標を持っていますか 88.7％ 85.1% 83.1% 

人が困っているときは、進んで助けていますか 96.6% 93.9% 93.7% 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 100% 97.5% 97.2% 

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも

相談できますか 
86.4% 74.1% 70.6% 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 92.0% 82.6% 81.3% 

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えた

り、生かしたりすることができると思いますか 
89.8% 82.4% 82.5% 

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話

し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めています

か 

92.0% 80.7% 83.3% 

学級活動における学級での話し合いを生かして、今、自分が努

力すべきことを決めて取り組んでいますか 
92.0% 79.9% 80.8% 

令和７年度 

９月号 

☆学校ホームページはコチラから！ 
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日 曜 学校行事 

1 月 安全点検 

2 火 委員会活動 

3 水  

4 木  

5 金  

6 土  

7 日  

8 月  

9 火 さわやかあいさつデー SC 来校(午前) 

10 水  

11 木  

12 金 社会見学（５年） 

13 土  

14 日  

15 月 敬老の日 

16 火 代表委員会 

17 水 学校運営協議会（第３回） 

18 木  

19 金 茶育教室（５年） 

20 土  

21 日  

22 月  

23 火 秋分の日 

24 水 クラブ活動 SC 来校（午前） 

25 木 集金日 

26 金 社会見学（４年） 

27 土 参観日・愛校バザー 

28 日  

29 月  

30 火 委員会活動 

 

 

９月の行事予定 

地域とつながる学び 

～厚南中学校区小中一貫教育合同研修会～ 

 

 8 月 1 日（金）、厚南中学校にお

いて小中一貫教育合同研修会が開

催されました。この研修会では、

「子ども・地域・家庭・学校がつな

がるためのボランティア清掃活動

の充実させるためには？」をテー

マに、本校から 6 年生 8 名が参加

しました。地域の方々や厚南中の

生徒、西宇部小の児童、先生方とと

もに“熟議”に臨みました。 

 子どもたちは、自分の意見を付

箋に書き出して大判用紙に貼り、

出された意見を整理・分類する「グ

ルーピング」にも主体的に取り組

みました。真剣に考え、堂々と意見

を伝える姿は大人顔負けで、参加

された方々からも感心の声があが

っていました。 

 今回の経験を通して、地域とつ

ながることの意味や、自分たちに

できることについて考える貴重な

学びとなりました。 

 

 

 


